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２ インターネットと放送を連携させた情報入手が可能

放送番組を
携帯端末で受信し視聴

放送波で
データ放送を受信

・映像･音声は放送波
・データはインターネット

から

全面
インターネット画面
（放送画面は消える）

放送番組の視聴 ネットサイトへのリンク携帯データオンラインデータ放送の視聴

ＢＭＬ

放送局 放送局

ＢＭＬｰ町のお知らせ
ｰくらし便利帳
ｰ町営バス時刻
表
ｰ図書館だより
ｰ観光案内
ｰ防災情報

お問い合わせ
植田町広報課

ようこそ植田町
へ

放 送

インターネット

テレビ視聴とインターネットができる携帯電話

２



我が国の地上デジタルテレビジョン放送方式 (ISDB-T) はマルチパス（遅延波）による妨害に強く、

携帯･移動受信に適した変調方式や強力な誤り訂正機能等により、良好な携帯･移動受信が可能。

セグメント構造の採用により、固定受信向けと携帯・移動受信向けの番組を組み合わせた放送や、

携帯端末での部分受信が可能。

2006年4月に、地上デジタル放送の携帯受信端末向けのサービスを開始。

我が国の地上デジタルテレビジョン放送方式 (ISDB-T) はマルチパス（遅延波）による妨害に強く、

携帯･移動受信に適した変調方式や強力な誤り訂正機能等により、良好な携帯･移動受信が可能。

セグメント構造の採用により、固定受信向けと携帯・移動受信向けの番組を組み合わせた放送や、

携帯端末での部分受信が可能。

2006年4月に、地上デジタル放送の携帯受信端末向けのサービスを開始。

受 信 機

※１チャンネルで標準画質３番組
のサービスも可能

送 信 デ ータ

据置型受信機等に
よる固定受信

データセグメント＝データの単位量

部分受信

2003年12月から
三大広域圏で放送開始

携帯電話一体型端末等に
よる携帯受信

固定受信向け

ハイビジョン番組※

（１２セグ）

2006年4月1日より

サービス開始

携帯受信向け番

組（１セグ）

ひとつのチャンネルが１３のセグメントに分割されるひとつのチャンネルが１３のセグメントに分割される

３ ワンセグ（携帯端末向け地上デジタル放送） ①概要

３



現在、４７都道府県の県庁所在地に
おいて、ＮＨＫ及び一般放送事業者
が「ワンセグ」放送を実施。

３ 「ワンセグ」 ②サービス開始ロードマップ

４

デジタル放送推進のための行動計画（第６次）
より抜粋
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ワンセグ対応携帯電話の出荷台数 ８４４万台（前月比＋７８万台）

2006年 2007年

出荷台数
～6月

※ 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

単月 118.7 31.0 23.9 31.2 31.3 47.3 57.5 43.1 112.0 160.7 109.3

766.1

77.7

累計 118.7 149.7 173.6 204.8 236.1 283.4 340.9 384.0 496.0 656.7 843.8

３ ｢ワンセグ」 ③対応携帯電話の出荷状況

（万台）

7月 9月 11月 1月 3月
2006年 2007年

2007年5月末、JEITA調べ

5月

５



１１ 地上デジタルテレビ放送局の免許地上デジタルテレビ放送局の免許

放送局（１局）、１ｃｈ（６ＭＨｚ：１３セグメント）の帯域で免許 ＝ テレビジョン放送に限定されている。

（１）放送の形態例

ＨＤＴＶ（高精細度テレビジョン放送）

（映画）

補
完
放
送

ＳＤＴＶ（標準テ
レビジョン放送）

（ニュース）

補
完
放
送

ＳＤＴＶ（標準テレ
ビジョン放送）

（ドラマ）

補
完
放
送

ＳＤＴＶ（標準テ
レビジョン放送）

（スポーツ）

補
完
放
送

ＨＤＴＶ（高精細度テレビジョン放送）

（音楽）

補
完
放
送

補完

放送

１２セグメント １セグメント

二カ国語、字幕、番組
連動型クイズなど

ワンセグ
ＨＤＴＶ、ＳＤＴＶの放送番組の同時放送
（サイマル）
◆移動体（車載型受信端末、携帯受信
端末等）での受信が容易

【Ａテレビ局】

２２ ワンセグ放送の独立放送についてワンセグ放送の独立放送について

（２） テレビジョン放送は、文字、図形その他の影像又は信号については補完的なものか独立的なものかを問わずテレビジョン放送

の一部として送ることができることとしている。他方、本放送から独立した音声をテレビジョン放送の一部として送ることはできない

こととしているため、ワンセグ放送（補完放送）において音声を送る場合は、本放送と同一音声となり、その結果サイマル放送をし

ている。

※ 例１ ＨＤＴＶ ＋ 補完放送 ＋ ワンセグ（補完放送） ※ＨＤＴＶ放送とワンセグはサイマル
例２ ＳＤＴＶ ＋ 補完放送 ＋ ワンセグ（補完放送） ※ＳＤＴＶ放送とワンセグはサイマル

時間

地上テレビジョン放送のデジタル化のメリットを視聴者に還元するため、ワンセグ放送の独立サービスを実施可能とする制度整備を
行うことが必要との提言（「デジタル化の進展と放送政策に関する調査研究会」）を踏まえ、第１６６回通常国会へ放送法等一部改正
案を提出。

３ 「ワンセグ」 ④制度

６



３ 「ワンセグ」 ⑤規格と運用

項目 内容

符号化方式 MPEG4 AVC / ITU-T H.264

サイズ ３２０×１８０, （３２０×２４０）

アスペクト比 １６：９, (４：３)

フレームレート １５fps

符号化方式 MPEG-2 AAC LC

サンプリング ４８kHz,２４kHz

モード モノ, ステレオ, 二カ国語

字幕（オプション）

静止画 符号化方式 JPEG（２４０×３２０）,GIF（２４０×３２０）,aGIF（２４０×２４０）

マルチメディア ＢＭＬ

１２文字×４行（縦画面）,１６文字×３行（横画面）

コピー制御 コピーコントロール信号を付加 （スクランブルは実施しない）

放送波による受信機の起動 緊急警報信号（ＥＷＳ）による受信機の起動に対応可能

文 字

音 声

映 像

ＥＷＳ：Ｅｍｅｒｇｅｎｃｙ Ｗａｒｎｉｎｇ Ｓｉｇｎａｌ ７



実用化試験放送局

（デジタルラジオ受信
機能を有した携帯端末）

音声、簡易動画、データ
による放送（音楽番組）

データ放送
（ダウンロード）

モバイル通信

○ データ放送の活用により、通信・放送連携サービスが可能に。

携帯キャリア(放送連動サーバー)

○ 音質の向上（ＣＤ並み）、多チャンネル（専門チャンネル化）

デジタルラジオ（１セグメント）

430kHz （周波数帯域）

5ch(FMに換算)

（時間）

ＡＭ ＦＭ

200kHz15kＨz

1ch 1ch

ﾆｭｰｽ

音楽

音楽

ﾄｰｸ

音楽

ﾄｰｸ

ﾆｭｰ
ｽ

音楽

音楽ライブ（簡易動画）

ダウンロード

ﾆｭｰｽ

ジャズ

音楽

ﾄｰｸ

音楽

ﾄｰｸ

音楽

ﾄｰｸ

音楽

ﾄｰｸクラッ

シック

民謡

POP

※周波数(帯域)の使用イメージ

■ ワンセグ(携帯端末向け地上デジタル放送)と同じ方式を採用。

■ ＥＰＧ（電子番組表）、ニュース、天気予報などの文字情報、ライブ映像などの簡易動画サービスなどが可能に。

○ 平成１８年１２月から現在までに、デジタルラジオ受信機能を有した携帯電話は数機種発売。

４ デジタルラジオ（地上デジタル音声放送） ①概要

８
（出所：各社ＨＰより）



１ 免許年月日： 平成１７年１０月１日(再免許)
※平成１５年１０月１日(最初の免許の日)

２ 免 許 人 ： 社団法人デジタルラジオ推進協会(ＤＲＰ)
※東京と大阪でそれぞれ実用化試験局を開設(２局)

３ 使用周波数 ７ｃｈ（８セグメント）

４ 空中線電力及び放送エリア

① 東京： ２．４ｋＷ ② 大阪： ２４０Ｗ

(参考)
○ 地上デジタル音声放送を行う実用化試験局の免許方針(平成１２年１１月２９日)

１ 放送の目的は、高音質の音声・音響を中心にデータ・静止画等も提供できる多彩な放送が可能な地上デジタル音声放送の実用化
に資するための試験放送を行うこと。

２ 試験放送を行う地域は、東京都及び大阪府に限定。
３ 周波数： １８８ＭＨｚ～１９２ＭＨｚ(７ｃｈ)、最大限利用可能なセグメント数は８セグメントとする。
４ ８セグメントを一つの免許の単位とする。(セグメントの使用は、１セグメントを基本とし、３セグメントの放送も可能)
５ 実用化試験局は、マスメディア集中排除原則の適用除外
６ 将来、実用化を免許することとなった場合、本実用化試験局の免許主体であること又は免許主体への参画者であることをもって、

優先的な地位又は資格を与えるものではなく、周波数(７ｃｈ)は、将来の実用段階での使用を前提とするものではない。

４ デジタルラジオ ②実用化試験局の免許概要

９



○東京においては、９ｃｈ (延べ133時間/1日)
○大阪においては、８ｃｈ (延べ 94時間/1日)

※ NHK及びラジオ民放社が番組を制作し、ＤＲＰが
実用化試験放送を実施。

４ デジタルラジオ ③番組概要
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ワンセグ

DVB-H

T-DMB

MediaFLO

固定受信はDVB-T（移動受信については未定）

RRC加盟国（※DVB-T採用の可能性が高い）

現在DVB-T採用国２３カ国中１4カ国がDVB-Hを
採用していることからDVB-H採用の可能性が高い

フランス
DVB-H（試験放送）
T-DMB（試験放送）
※固定受信はDVB-T

2007年7月現在
出典:OECD報告書他各種資料

イギリス
DAB-IP（2006年9月開始）

DVB-H （試験放送）
T-DMB（試験放送）

MediaFLO（試験放送）
※固定受信はDVB-T

イタリア
DVB-H（2006年6月開始）

※固定受信はDVB-T

ドイツ
T-DMB（2006年5月開始）

DVB-H（試験放送）
※固定受信はDVB-T

５５ 諸外国の携帯端末向け放送サービスの現状諸外国の携帯端末向け放送サービスの現状

韓国
T-DMB（2005年12月開始）

※固定受信はATSC

日本
ワンセグ

（2006年4月開始）

アメリカ
MediaFLO（2007年3月開始）

DVB-H（2007年商用予定）
※固定受信はATSC

ニュージーランド
DVB-H（試験放送）
※固定受信はDVB-T

オーストラリア
DVB-H（試験放送）
※試験放送はDVB-T

スペイン
DVB-H（2007年商用予定）

※固定受信はDVB-T

スイス
DVB-H（試験放送）
※固定受信はDVB-T

中国
T-DMB（2006年5月開始）

独自方式も模索

ベトナム
DVB-H（2006年4開始）
※固定受信はDVB-T

オランダ
DVB-H（試験放送）
※固定受信はDVB-T

スウェーデン
DVB-H（試験放送）
T-DMB（試験放送）
※固定受信はDVB-T

ポルトガル
DVB-H（試験放送）
※固定受信はDVB-T

チェコスロバキア
DVB-H（試験放送）
※固定受信はDVB-T

香港
DVB-H（試験放送）

台湾
DVB-H（試験放送）

シンガポール
DVB-H（試験放送）

マレーシア
DVB-H（試験放送）

インドネシア
DVB-H（試験放送）

フィリピン
DVB-H（試験放送）

インド
DVB-H（試験放送）
T-DMB（試験放送）

ベルギー
DVB-H（試験放送）

ノルウェー
T-DMB（試験放送）

デンマーク
DVB-H（試験放送）
T-DMB（試験放送）

フィンランド
DVB-H（2007年5月開始）

※固定受信はDVB-Tアイルランド
DVB-H （試験放送）

ポーランド
DVB-H（試験放送）

オーストリア
DVB-H（試験放送）

アルバニア
DVB-H（2006年12月開始）

ウクライナ
DVB-H（2007年商用予定）

南アフリカ
DVB-H（2007年商用予定）

カタール
DVB-H（試験放送）

ブラジル
ワンセグ（試験放送）

※国名に黄色の網掛 を付した国はサービスが開始されている国。
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近年、携帯電話、車載受信機など移動体・携帯端末向けデジタル放送サービスのニーズが高まっており、複
数の放送方式が並立。

ITU-R（International Telecommunication Union - Radiocommunication Sector； 国際電気通信連合‐無線
通信部門）においては、携帯端末向けマルチメディア・データ放送（Broadcasting of multimedia and data 
applications for mobile reception）のシステムとして、2007年内に以下の６方式が勧告化される見通し。

近年、携帯電話、車載受信機など移動体・携帯端末向けデジタル放送サービスのニーズが高まっており、複
数の放送方式が並立。

ITU-R（International Telecommunication Union - Radiocommunication Sector； 国際電気通信連合‐無線
通信部門）においては、携帯端末向けマルチメディア・データ放送（Broadcasting of multimedia and data 
applications for mobile reception）のシステムとして、2007年内に以下の６方式が勧告化される見通し。

主な携帯端末向けデジタル放送方式

６ 携帯端末向けデジタル放送の国際標準化動向

12

方 式

ISDB-T 

ワンセグ
(Integrated Services 
Digital Broadcasting 

- Terrestrial)

ISDB-TSB

デジタルラジオ
(ISDB-T for sound 

broadcasting)

2.6GHz帯
衛星放送

Ｔ-DMB
(Terrestrial - Digital 

Multimedia 
Broadcasting)

DVB-H
（Digital Video 

Broadcasting for 
Handheld）

MediaFLO
（Forward Link 

Only）

日本の地上デ
ジタルテレビ
放送方式。
携帯端末向け
には帯域の一
部を利用。

米クアルコム
社が開発した
方式。

主な採用地域 日本 日本 日本、韓国 韓国、欧州 欧州 米国

5/6/7/8

概 要

0.43（注）

日本の地上デ
ジタル音声放
送方式。

0.43×n（注）

日本と韓国
で商用化した
衛星システム。
「モバHO!」に
採用。

欧州のデジタ
ル音声方式
DABをマルチ
メディア伝送
用に改良した
方式。

欧州の地上デ
ジタルテレビ
放送方式
DVB-Tを携帯
端末向けに改
良した方式。

周波数帯幅
(MHz)

25 1.5 5/6/7/8

（注）6MHzシステムの場合。7又は8MHzへ適用可能。
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